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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
累計期間

第39期

会計期間
自　2020年３月１日
至　2020年８月31日

自　2021年３月１日
至　2021年８月31日

自　2020年３月１日
至　2021年２月28日

売上高 （百万円） 302,766 314,955 602,850

経常利益 （百万円） 19,193 16,678 35,333

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 12,555 9,836 21,120

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,907 9,178 22,825

純資産額 （百万円） 194,184 207,334 200,629

総資産額 （百万円） 311,173 329,878 345,933

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 203.11 159.14 341.68

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.4 62.9 58.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 970 △5,627 34,027

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △15,896 △9,022 △29,254

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,630 △2,642 △5,274

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 38,791 38,552 55,845

 

回次
第39期

第２四半期連結
会計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　2020年６月１日
至　2020年８月31日

自　2021年６月１日
至　2021年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 102.92 78.58

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っており、第39期第２四半期連結累計期間及び第39期の主

要な経営指標等について、変更の内容を反映させた組替後の数値を記載しております。

当該表示方法の変更の内容については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（表示

方法の変更）」に記載しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2021年３月１日～2021年８月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の再拡大に伴い、個人消費の低迷や企業活動の制限が続いております。ワクチン接種などの対策は進みつつあ

りますが、緊急事態宣言の再発出やまん延防止等重点措置の適用地域が拡大されるなど、依然として新型コロナウ

イルス感染症が収束に向かう兆しは見受けられず、先行きの不透明な状況が続いております。

ドラッグストア業界におきましては、薬価改定の影響による処方箋単価の下落、前年同時期に発生した衛生用品

を中心とする急激な需要拡大に対する反動減、異業種および同業種との競争の更なる激化などにより経営環境の厳

しさは増すものの、処方箋調剤は引き続き成長が続いております。

このような環境のもと、当社グループは、調剤領域において、新規開局を進めるとともに、物販顧客に対する店

頭やアプリでの告知強化による調剤併用率の向上、調剤室や待合室の拡張改装の推進による調剤事業の更なる拡大

と生産性の改善などに取り組みました。

物販領域においては、健全な店舗ポートフォリオの構築・維持を目的とした既存店舗の改装、お取引先様との情

報連携強化を通じた製・配・販一体でのサプライチェーン全体の最適化、Ｏｎｅ・ｔｏ・Ｏｎｅ販促の実現に向け

た「デジタルＣＲＭ基盤」の構築、人員配置および労働時間の適正化などに取り組みました。

サステナビリティ経営においては、サステナビリティ委員会を設置し、長期的なリスクと機会を評価したうえで

重要課題（マテリアリティ）を設定し、様々な取り組みを強化いたしました。

店舗の出退店につきましては、引き続き関東・中部・関西・北陸エリアへの出店に注力することで、50店舗の新

規出店と６店舗の閉店および52店舗の改装を実施いたしました。これにより、当第２四半期末における店舗数は

1,435店舗（前期末比44店舗増）となりました。

以上の結果、売上高は3,149億55百万円（前年同期比4.0％増、121億89百万円増）、売上総利益は941億25百万円

（同4.6％増、41億68百万円増）、販売費及び一般管理費は779億93百万円（同9.4％増、67億11百万円増）、営業

利益は161億31百万円（同13.6％減、25億43百万円減）、経常利益は166億78百万円（同13.1％減、25億14百万円

減）、これに伴い、親会社株主に帰属する四半期純利益は98億36百万円（同21.7％減、27億18百万円減）となりま

した。

なお、第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っており、前年同四半期比較については組替後の前第２

四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の数値を用いて比較しております。表示方法の変更の内容については、

「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（表示方法の変更）」に記載しております。

 

また、当社の事業セグメントは単一セグメントですので、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2) 財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ160億55百万円減少し、3,298億78百

万円（前連結会計年度末は3,459億33百万円）となりました。これは主に前連結会計年度末が金融機関の休業日で

あった影響等により現金及び預金が減少した一方で、売掛金、建物及び構築物が増加したことによるものでありま

す。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ227億59百万円減少し、1,225億44百万円（前連結会計年度末は1,453億４

百万円）となりました。これは主に前連結会計年度末が金融機関の休業日であった影響等により買掛金が減少した

ことに加えて、未払法人税等、賞与引当金が減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ67億４百万円増加し、2,073億34百万円（前連結会計年度末は2,006億29

百万円）となりました。これは主に利益剰余金が増加した一方で、その他有価証券評価差額金が減少したことによ

るものであります。

この結果、自己資本比率は62.9％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末が金融機

関の休業日であった影響等により、前連結会計年度末に比べて172億92百万円減少し、385億52百万円となりまし

た。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、56億27百万円（前年同期は９億70百万円の収入）となりました。これは主に税

金等調整前四半期純利益が147億29百万円、減価償却費が52億96百万円あった一方で、前連結会計年度末が金融機

関の休業日であった影響等による仕入債務の減少が170億26百万円、法人税等の支払額が82億49百万円あったこと

によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、90億22百万円（同43.2％減、68億74百万円減）となりました。これは主に定期

預金の払戻による収入が390億円、有価証券の償還による収入が150億円あった一方で、定期預金の預入による支出

が390億円、有価証券の取得による支出が110億円、有形固定資産の取得による支出が105億６百万円、差入保証金

の差入による支出が15億33百万円、無形固定資産の取得による支出が９億51百万円あったことによるものでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、26億42百万円（同0.5％増、12百万円増）となりました。これは主に配当金の

支払額が24億72百万円あったことによるものであります。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2021年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,330,838 63,330,838

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 63,330,838 63,330,838 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2021年６月１日～

2021年８月31日
－ 63,330,838 － 15,434 － 24,632
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（５）【大株主の状況】

  2021年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社スギ商事 愛知県安城市三河安城町１丁目８番地４ 20,972 33.92

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 4,187 6.77

杉浦　克典 愛知県刈谷市 1,892 3.06

杉浦　伸哉 愛知県刈谷市 1,892 3.06

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮ

Ｋ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡ

ＮＹ　５０５２２３

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決

済営業部）

Ｐ．Ｏ．　ＢＯＸ　３５１　ＢＯＳＴＯ

Ｎ　ＭＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ　０２１

０１　Ｕ．Ｓ．Ａ．

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イン

ターシティＡ棟）

1,844 2.98

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 1,725 2.79

ＴＨＥ　ＢＡＮＫ　ＯＦ　ＮＥＷ　Ｙ

ＯＲＫ　ＭＥＬＬＯＮ　１４００５１

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決

済営業部）

２４０　ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ，　ＮＥＷ　ＹＯＲＫ，　ＮＹ　１０２

８６，　Ｕ．Ｓ．Ａ．

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イン

ターシティＡ棟）

1,580 2.55

株式会社ツルハ
北海道札幌市東区北二十四条東20丁目１－

21
1,272 2.05

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯＮＤ

ＯＮ　ＣＡＲＥ　ＯＦ　ＳＴＡＴＥ　

ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　Ｔ

ＲＵＳＴ，　ＢＯＳＴＯＮ　ＳＳＢＴ

Ｃ　Ａ／Ｃ　ＵＫ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｂ

ＲＡＮＣＨ　ＣＬＩＥＮＴＳ－　ＵＮ

ＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤＯＭ

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店）

ＯＮＥ　ＬＩＮＣＯＬＮ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ，　ＢＯＳＴＯＮ　ＭＡ　ＵＳＡ　０２

１１１

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

1,168 1.89

ＣＥＰ　ＬＵＸ－ＯＲＢＩＳ　ＳＩＣ

ＡＶ

（常任代理人　シティバンク、エヌ・

エイ東京支店）

３１　Ｚ．Ａ．　ＢＯＵＲＭＩＣＨＴ，　

Ｌ－８０７０　ＢＥＲＴＲＡＮＧＥ，　Ｌ

ＵＸＥＭＢＯＵＲＧ

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

1,141 1.84

計 － 37,677 60.95
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,517,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,775,400 617,754 －

単元未満株式 普通株式 38,138 － －

発行済株式総数  63,330,838 － －

総株主の議決権  － 617,754 －

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

スギホールディングス

株式会社

愛知県安城市三河安城町一

丁目８番地４
1,517,300 － 1,517,300 2.39

計 － 1,517,300 － 1,517,300 2.39

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年６月１日から2021

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 86,845 65,552

売掛金 31,655 34,559

有価証券 9,000 9,000

商品 71,165 71,554

その他 15,207 12,178

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 213,871 192,844

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 59,910 62,195

その他（純額） 22,298 24,324

有形固定資産合計 82,209 86,519

無形固定資産 5,326 5,638

投資その他の資産   

差入保証金 25,747 26,607

その他 18,816 18,296

貸倒引当金 △36 △28

投資その他の資産合計 44,527 44,876

固定資産合計 132,062 137,034

資産合計 345,933 329,878
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 91,061 74,041

未払法人税等 6,588 3,243

賞与引当金 2,599 1,449

その他 28,142 26,365

流動負債合計 128,391 105,099

固定負債   

退職給付に係る負債 7,304 7,662

資産除去債務 6,087 6,343

その他 3,520 3,439

固定負債合計 16,912 17,444

負債合計 145,304 122,544

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 24,632 24,632

利益剰余金 167,983 175,347

自己株式 △9,298 △9,300

株主資本合計 198,751 206,113

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,208 1,514

退職給付に係る調整累計額 △329 △294

その他の包括利益累計額合計 1,878 1,220

純資産合計 200,629 207,334

負債純資産合計 345,933 329,878
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

売上高 302,766 314,955

売上原価 212,808 220,829

売上総利益 89,957 94,125

販売費及び一般管理費 ※ 71,282 ※ 77,993

営業利益 18,675 16,131

営業外収益   

固定資産受贈益 245 185

受取賃貸料 885 918

その他 399 374

営業外収益合計 1,530 1,478

営業外費用   

賃貸収入原価 686 716

その他 326 214

営業外費用合計 1,012 930

経常利益 19,193 16,678

特別損失   

減損損失 434 1,949

特別損失合計 434 1,949

税金等調整前四半期純利益 18,758 14,729

法人税、住民税及び事業税 6,136 4,911

法人税等調整額 67 △18

法人税等合計 6,203 4,892

四半期純利益 12,555 9,836

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,555 9,836
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

四半期純利益 12,555 9,836

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,347 △693

退職給付に係る調整額 4 35

その他の包括利益合計 1,352 △657

四半期包括利益 13,907 9,178

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 13,907 9,178
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 18,758 14,729

減価償却費 4,654 5,296

減損損失 434 1,949

賞与引当金の増減額（△は減少） △559 △1,149

売上債権の増減額（△は増加） △1,357 △2,904

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,312 △180

仕入債務の増減額（△は減少） △12,086 △17,026

その他 1,549 1,906

小計 7,081 2,620

利息及び配当金の受取額 10 9

利息の支払額 △8 △8

法人税等の支払額 △6,111 △8,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 970 △5,627

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △29,000 △39,000

定期預金の払戻による収入 26,000 39,000

有価証券の取得による支出 △17,000 △11,000

有価証券の償還による収入 17,000 15,000

有形固定資産の取得による支出 △9,839 △10,506

無形固定資産の取得による支出 △1,697 △951

差入保証金の差入による支出 △1,406 △1,533

その他 46 △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,896 △9,022

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △2,472 △2,472

その他 △157 △168

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,630 △2,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △17,555 △17,292

現金及び現金同等物の期首残高 56,347 55,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 38,791 ※ 38,552
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【注記事項】

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書）

前第２四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めて計上しておりました情報提供等に

係る収益は、第１四半期連結会計期間より「売上高」に含めて計上する方法に変更いたしました。

この変更は、第１四半期連結会計期間より当社子会社にＤＸ戦略本部を新設しその収益性を適切に管理すると

ともに、当社グループの物販及び処方箋調剤等において蓄積・統合されたデータを抽出・分析し、付加価値を付

与して販売することで収益増加が見込めること、そして、さらにＤＸ投資を推進することでデータを活用した

サービス提供が増加し重要性が増す見込みであること等から、経営成績をより適切に表示するために行うもので

あります。この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。

この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示

しておりました167百万円は、「売上高」167百万円として組替えを行っております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に関する会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等（1）連結財務諸表　注記事項

（追加情報）」に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
　　至 2020年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
　　至 2021年８月31日）

給与手当及び賞与 29,379百万円 32,472百万円

賃借料 14,687 15,953

賞与引当金繰入額 1,372 1,424

退職給付費用 541 634

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日
至　2021年８月31日）

現金及び預金勘定 66,791百万円 65,552百万円

有価証券 10,000 9,000

預入期間が３か月を超える定期預金

及び有価証券
△38,000 △36,000

現金及び現金同等物 38,791 38,552
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年４月７日

取締役会
普通株式 2,472 40 2020年２月29日 2020年５月21日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年９月28日

取締役会
普通株式 2,472 40 2020年８月31日 2020年11月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月６日

取締役会
普通株式 2,472 40 2021年２月28日 2021年５月20日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年９月27日

取締役会
普通株式 2,472 40 2021年８月31日 2021年11月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは「ドラッグストア・調剤事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来「ドラッグ・調剤事業」としていたセグメント名称を「ドラッグス

トア・調剤事業」に変更しております。当該セグメントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありま

せん。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日
至　2021年８月31日）

１株当たり四半期純利益 203円11銭 159円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
12,555 9,836

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
12,555 9,836

普通株式の期中平均株式数（千株） 61,813 61,813

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

2021年９月27日開催の取締役会において、剰余金の配当（中間）を行うことを次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額 　2,472百万円

（2）１株当たり配当金 　40円00銭

（3）効力発生日 　2021年11月５日

（注）2021年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年10月14日

スギホールディングス株式会社

取　締　役　会　　　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

名　古　屋　事　務　所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴木　晴久　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 牧野　秀俊　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホールディン

グス株式会社の2021年3月1日から2022年2月28日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年6月1日から2021年

8月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年3月1日から2021年8月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の2021年8月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥
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当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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